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音 響 系 ･ 光 学 系 古こ お iナ る カ オ ス
(1994年6月20日受理)
京都大学基礎物理学研究所 1994年1月12-14日
楽器は古 くか ら我々が使いな らして きた最 も身近な音響デバイスである.一方 レ
ーザー等の光デバイスは現在の工学技術の中核を成す ものである.光デバイスにお
けるダイナ ミックスの研究はその工学的な重要性からここ十数年間盛んに研究が行
















の制御 とその機能的側面の研究に有益なヒントをもた らす事が期待 される. さらに,
これ らの系に共通す る線形共振器の境界条件は必ず しも単純ではない.単純でない
境界条件を もっ線形系の固有状態は,量子 カオスの研究か ら明かにされているよう
に,驚 くほど複雑な様相を示す. この様に複雑な線形 システムと非線形素子の相互
作用が引き起 こす分岐の構造を明かにすることは量子系や偏微分方程式系の研究 に












九工大 情報工 高橋 公也
14:00-15:00
遅延 をふ くむ フ ィー ドバ ック系 の非線形 ダイナ ミクス
京大 基研 池田 研介
15:00-15:30 休憩
15:30-




多重delayedfeedbackを持 つ音響系の 自励振動に関与す る物理量 (1)
埼玉工大 井戸川 徹
筑波大 物理工 小畠 時彦
10:30-12:00
水中気包の非線形振動 に伴 う音響放射 とカオス現象
同志社大 工 渡辺 好章
12:00-13:30 昼休み
13:30-14:30
Mclntyre,Schunacher,Woodhouseモデルによるクラ リネ ッ トの シュ ミレー ション
九工大 情報工 高橋 公也
橘 崇哲
14:30-15:00 休憩





筑波大 物理工 小畠 時彦
1月 14日
9:00-10:30





Mu l t istability. Chao t ic in tin eranc e and dynam ica l mode se l e c t ion in an
op t o - el e c tronic ring
ATR光電波通信研究所
PeterDavis
12:00-13:30 昼休み
13:30-
管楽琴の演奏法 における音の制御について
-600-
ヤマハ株式会社 竹内 明彦
ヤマハ管楽器 テクニカルアカデ ミー
若松 邦光
